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1. 平成 20 年度 ( 2008 年度 ) 航海報告 ( Report of the Cruise in 2008 Fiscal Year )  
 
1 . 1 概要 ( General Account )  
東京湾及び相模湾の水温、栄養塩、溶存酸素等の季節変化および経年変化を明らかにす
るため、年間を通して東京湾及び相模湾の定点観測調査航海を行っている。主に使用する
観測機器は、CTD 及び RMS 採水器、バンドン型採水器、NORPAC ネット、IONESS ネ
ット、ORI ネット、TurboMAP 等である。東京湾内では定点観測のほかに、湾奥部（ 千
葉沖 ）における CO2 計測、館山湾錨泊中における漁獲量調査なども行っている。また、相
模湾では主に三崎港を拠点とし、国土技術政策総合研究所との共同研究で係留系の設置、
回収も行っている。 
平成 20 年度海洋環境学実習Ⅲは、東京海洋大学海洋環境学科 4 年次生が乗船し、平成 20




平成 20 年度海洋環境学実習Ⅰ は、東京海洋大学海洋環境学科 2 年次生が乗船し、平成




平成 20年度乗船漁業実習Ⅰは、平成 20年 2月 17日から 3月 15日まで 4 航海実施した。
この実習は、東京湾、相模湾での基礎的実習を通し、船と海との全体像を把握するととも





1 . 2 青鷹丸要目表 ( Particulars )  
Name of ship : Seiyo-maru  Kind : Training Ship, Motor Ship  
Owner : Tokyo University of Marine Science and Technology,  
4 Chome, Konan, Minato-ku, Tokyo, JAPAN  
Port of Registry : Tokyo, Call Sign : JMFG,  Name of Master :Akira Kitazawa  
Dimension : Length Overall 35.50 meters,  Breadth 7.00 meters  
Length( P.P. )31.00 meters,  Depth 3.40 meters  
Gross Tonnage : 170.0tons,  Net Tonnage : 82.0tons  
Main Engine : Diesel Engine 1,050 ps×1, Single Screw ( C.P.P )  
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